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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】アルコールを燃焼して、熱源として使用するア
ルコールストーブを提供する。
【解決手段】カップ形状であって内部にアルコールを保
持するアウター部材１１と、円環形状であってアウター
部材の内部に配置されるミドル部材１２と、略円筒形状
あってミドル部材の内部に挿入されるインナー部材１３
とを有する。ミドル部材は円環形状の中心軸方向に複数
のスリットを備え、毛細管現象によりアウター部材とミ
ドル部材との間隙はアルコールで満たされ、アウター部
材の内壁とミドル部材の上部端面とインナー部材の外壁
とで間隙の上面のアルコールを気化する気化室を構成す
る。インナー部材の上端面は気化室で気化したアルコー
ルを噴出する複数の孔を備え、アウター部材の内壁とミ
ドル部材のスリットとインナー部材の外壁とで気化室で
気化したアルコールをアウター部材の底部方向に還流し
て液化する還流通路を構成する。
【選択図】図１



(2) JP 3198052 U 2015.6.11

10

20

30

40

50

【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　アルコールを燃焼して、熱源として使用するアルコールストーブであって、
　カップ形状であって、内部に前記アルコールを保持するアウター部材と、
　円環形状であって、前記アウター部材の内部に配置されるミドル部材と、
　略円筒形状あって、前記ミドル部材の内部に挿入されるインナー部材と
　を有し、
　前記ミドル部材は、前記円環形状の中心軸方向に複数のスリットを備え、
　毛細管現象により、前記アウター部材と前記ミドル部材との間隙は、前記アルコールで
満たされ、
　前記アウター部材の内壁と、前記ミドル部材の上部端面と、前記インナー部材の外壁と
で、前記間隙の上面の前記アルコールを気化する気化室を構成し、
　前記インナー部材の上端面は、前記気化室で気化した前記アルコールを噴出する複数の
孔を備え、
　前記アウター部材の内壁と、前記ミドル部材の前記スリットと、前記インナー部材の外
壁とで、前記気化室で気化した前記アルコールを前記アウター部材の底部方向に還流して
液化する還流通路を構成する、
　ことを特徴とするアルコールストーブ。
【請求項２】
　前記還流通路は、前記気化室の内圧が所定の圧力になった場合に該気化室で気化した前
記アルコールの一部を還流して、該気化室の内圧を低減し、前記複数の孔から噴出する前
記アルコールを調整する、
　ことを特徴とする、請求項１に記載のアルコールストーブ。
【請求項３】
　前記アウター部材、前記ミドル部材及び前記インナー部材は、アルミ製である、ことを
特徴とする、請求項１又は請求項２に記載のアルコールストーブ。
 
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、アルコールを燃焼して、熱源として使用するアルコールストーブに関する。
【背景技術】
【０００２】
　日常生活、野外生活、探検、旅行、軍用および観光旅行用として、携帯可能で且つ料理
などにも使える十分な火力を備える熱源（ストーブ、ランプなど）が求められている。特
許文献１では、外へ突出した燃焼部及び桿状体を含み、桿状体はヘッド部の開口からボト
ルの内部へ挿入され、外へ突出した燃焼部に設けられた球形体が開口を塞ぎ、桿状体部の
アルコールは外へ突出した燃焼部まで輸送されることを特徴とするアルコールランプに関
する技術を開示している。特許文献２では、不燃性芯を上下に摺動可能に貫通させたヘッ
ドをアルコールタンクの開口に気密且つ着脱自在に嵌着し、ヘッドを上下方向に貫通させ
た調整バーの下部を芯に結合させ、この調整バーの上下操作により芯をヘッドに対し上下
に移動させるようにしたことを特徴とするアルコールランプに関する技術を開示している
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】登録実用新案第３０６９６０１号公報
【特許文献２】実開平７－３２３１２号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
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【０００４】
　しかしながら、特許文献１及び特許文献２に開示されている技術では、一つの火口（ノ
ズル、燃料供給孔など）からの燃料（アルコール）の供給のため、火力が制限される場合
がある。また、特許文献１及び特許文献２には、供給した燃料であって、燃焼しなかった
ガス（気化したアルコール）を回収または再利用する技術に関する記載がない。
【０００５】
　本考案は、カップ形状のアウター部材、円環形状のミドル部材及び略円筒形状のインナ
ー部材を用いた３重構造であって、アウター部材の内壁とミドル部材の上部端面とインナ
ー部材の外壁とでアルコールを気化する気化室を構成し、アウター部材の内壁とミドル部
材のスリットとインナー部材の外壁とで気化室で気化したアルコールをアウター部材の底
部方向に還流して液化する還流通路を構成するアルコールストーブを提供することを目的
とする。また、本考案は、コンパクトで持ち運び可能なアルコールストーブであって、上
記の気化室及び還流通路を用いて、高出力の火力且つ高燃費のアルコールストーブを提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本考案の一つの実施形態は、アルコールを燃焼して、熱源
として使用するアルコールストーブであって、カップ形状であって、内部に前記アルコー
ルを保持するアウター部材と、円環形状であって、前記アウター部材の内部に配置される
ミドル部材と、略円筒形状あって、前記ミドル部材の内部に挿入されるインナー部材とを
有し、前記ミドル部材は、前記円環形状の中心軸方向に複数のスリットを備え、毛細管現
象により、前記アウター部材と前記ミドル部材との間隙は、前記アルコールで満たされ、
前記アウター部材の内壁と、前記ミドル部材の上部端面と、前記インナー部材の外壁とで
、前記間隙の上面の前記アルコールを気化する気化室を構成し、前記インナー部材の上端
面は、前記気化室で気化した前記アルコールを噴出する複数の孔を備え、前記アウター部
材の内壁と、前記ミドル部材の前記スリットと、前記インナー部材の外壁とで、前記気化
室で気化した前記アルコールを前記アウター部材の底部方向に還流して液化する還流通路
を構成する、ことを特徴とするアルコールストーブを提供する。
【０００７】
　本考案の他の実施形態は、上記のアルコールストーブであって、前記還流通路は、前記
気化室の内圧が所定の圧力になった場合に該気化室で気化した前記アルコールの一部を還
流して、該気化室の内圧を低減し、前記複数の孔から噴出する前記アルコールを調整する
、ことを特徴とするアルコールストーブであってもよい。
【０００８】
　本考案の他の実施形態は、上記のいずれか１つのアルコールストーブであって、前記ア
ウター部材、前記ミドル部材及び前記インナー部材は、アルミ製である、ことを特徴とす
るアルコールストーブであってもよい。
【考案の効果】
【０００９】
　本考案に係るアルコールストーブによれば、コンパクトで持ち運び可能なアルコールス
トーブであって、高出力の火力且つ高燃費を実現することができる。また、本考案に係る
アルコールストーブによれば、カップ形状のアウター部材、円環形状のミドル部材及び略
円筒形状のインナー部材を用いた３重構造であって、アウター部材の内壁とミドル部材の
上部端面とインナー部材の外壁とでアルコールを気化する気化室を構成し、アウター部材
の内壁とミドル部材のスリットとインナー部材の外壁とで気化室で気化したアルコールを
アウター部材の底部方向に還流して液化する還流通路を構成することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本考案の実施形態に係るアルコールストーブの例を説明する説明図である。
【図２】本考案の実施形態に係るアルコールストーブの一例を示す立体組み立て図である
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。
【図３】本考案の実施形態に係るアルコールストーブのアウター部材の一例を説明する説
明図である。
【図４】本考案の実施形態に係るアルコールストーブのミドル部材の一例を説明する説明
図である。
【図５】本考案の実施形態に係るアルコールストーブのインナー部材の一例を説明する説
明図である。
【図６】本考案の実施形態に係るアルコールストーブの燃料供給方法の一例を説明する説
明図である。
【図７】本考案の実施形態に係るアルコールストーブの火力調整方法の一例を説明する説
明図である。
【図８】本考案の実施例に係るアルコールストーブの一例を説明する説明図である。
【考案を実施するための形態】
【００１１】
　実施形態および実施例に係るアルコールストーブの例を用いて、本考案を説明する。本
考案は、以後に説明するアルコールストーブ以外でも、液体のアルコールを気化して燃焼
ガスを生成し、生成した燃焼ガスを燃焼して熱源を得るもの（部品、部材、装置、アプリ
ケーション、システム、商品、製品など）であれば、いずれのものにも用いることができ
る。なお、本考案に係るアルコールストーブは、日常生活、野外生活、探検、旅行、軍用
および観光旅行用の携帯可能で且つ料理などにも使える十分な火力を備える熱源（ストー
ブ、ランプなど）として利用してもよい。
【００１２】
　以下の順序で、本考案を説明する。
　　１．アルコールストーブの構成
　　２．アルコールストーブの燃料供給方法
　　３．アルコールストーブの火力調整方法
　　４．アルコールストーブの実施例
【００１３】
　（１．アルコールストーブの構成）
　図１乃至図５を用いて、本考案の実施形態に係るアルコールストーブの構成を説明する
。ここで、図１は、本考案の実施形態に係るアルコールストーブ１００の例を説明する説
明図である。図２は、本考案の実施形態に係るアルコールストーブ１００の一例を示す立
体組み立て図である。図３は、本考案の実施形態に係るアルコールストーブ１００のアウ
ター部材１１の一例を説明する説明図である。図４は、本考案の実施形態に係るアルコー
ルストーブ１００のミドル部材１２の一例を説明する説明図である。図５は、本考案の実
施形態に係るアルコールストーブ１００のインナー部材１３の一例を説明する説明図であ
る。なお、図１等に示すアルコールストーブの構成等は一例であり、本考案は図１等に示
すアルコールストーブ等に限定されるものではない。
【００１４】
　図１に示すように、本考案に係るアルコールストーブ１００は、液体燃料（アルコール
など）を気化し、気化した燃料を燃焼して火を生成し、生成した火を熱源として使用する
ものである。図１及び図２に示すように、アルコールストーブ１００は、カップ形状のア
ウター部材１１、円環形状のミドル部材１２及び略円筒形状のインナー部材１３を用いた
３重構造である。アルコールストーブ１００は、ミドル部材１２の内部にインナー部材１
１を挿入し（図２のＭ１）、アウター部材１１の内部にミドル部材１２（及びインナー部
材１１）を配置する（図２のＭ２）。
【００１５】
　図３に示すように、アウター部材１１は、カップ形状であって、アルコールストーブの
外形を構成し、その内部にアルコールを保持するものである。また、アウター部材１１は
、その内部にミドル部材１２及びインナー部材１１を配置される。アウター部材１１は、
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本実施形態では、アルコールストーブ１００の使用時に、燃料となる液体のアルコールを
カップ形状の内部に供給される。
【００１６】
　図４に示すように、ミドル部材１２は、円環形状であって、アルコールストーブの内部
でアルコールを誘導（移動、輸送、補給、補充など）するものである。ミドル部材１２は
、その内部にインナー部材１１を挿入され、アウター部材１１の内部に配置される。ミド
ル部材１２は、本実施形態では、円環形状の中心軸方向に複数のスリット１２ｓを備え、
複数のフィン部１２ｆを構成する。また、ミドル部材１２は、複数のフィン部１２ｆの外
壁とアウター部材１１の内壁とで燃料供給通路を構成する。すなわち、本考案に係るアル
コールストーブ１００は、アウター部材１１とミドル部材１２（複数のフィン部１２ｆ）
との間隙を毛細管現象によりアルコールで満たす。これにより、本考案に係るアルコール
ストーブ１００は、使用時にアルコールを上方に移動することができる。
【００１７】
　図５に示すように、インナー部材１１は、略円筒形状である。インナー部材１１は、ミ
ドル部材１２の内側に挿入され、アウター部材１１の内部に配置される。また、インナー
部材１１は、本実施形態では、アウター部材１１の上面を気密に覆う。インナー部材１１
は、気化室（後述する図６のＲｐ）で気化したアルコールを噴出する複数の孔１３ｈと、
気化室で気化したアルコールを還流する還流通路（後述する図７のＲｂ）を構成する肉厚
部１３ｓとを備える。複数の孔１３ｈは、貫通口であり、気化室の内部の気化したアルコ
ールをアルコールストーブ外部に噴出する。肉厚部１３ｓは、ミドル部材１２の複数のス
リット１２ｓとアウター部材１１の内壁とで複数の還流通路を構成する。
【００１８】
　なお、本考案に係るアウター部材１１、ミドル部材１２及びインナー部材１３の材質は
、特に限定されない。本考案に係るアウター部材１１、ミドル部材１２及びインナー部材
１３は、アルミ製の部材を用いてもよい。これにより、本考案に係るアルコールストーブ
１００は、ガラスなどを用いる場合と比較して、低廉な価格で製造でき、軽量および小型
化を実現することができる。また、本考案に係るアルコールストーブ１００は、ガラスな
どを用いる場合と比較して、携帯時の破損を防止することができる。なお、アルコールス
トーブ１００（アウター部材１１、ミドル部材１２及びインナー部材１３）を製造する方
法は、公知の技術を用いることができる。
【００１９】
　（２．アルコールストーブの燃料供給方法）
　図６及び図１乃至図５を用いて、本考案の実施形態に係るアルコールストーブが燃料を
供給する方法（燃料供給方法）を説明する。ここで、図６は、本考案の実施形態に係るア
ルコールストーブの燃料供給方法の一例を説明する説明図である。
【００２０】
　図６に示すように、本考案に係るアルコールストーブは、カップ形状のアウター部材１
１の内壁と円環形状のミドル部材１２（フィン部１２ｆ）の外壁とで間隙（以下の説明で
は「燃料供給通路」という。）Ｒｓを形成する。また、本考案に係るアルコールストーブ
は、毛細管現象を利用して、形成した燃料供給通路Ｒｓを用いて多量のアルコールを吸い
上げる。これにより、本考案に係るアルコールストーブは、アウター部材１１とミドル部
材１２との間隙の燃料供給通路Ｒｓであって、ミドル部材１２の上部近傍から、吸い上げ
たアルコールを気化して、気化室Ｒｐに気化したアルコールを供給することができる。
【００２１】
　また、図６に示すように、本考案に係るアルコールストーブは、アルコールを気化して
気化室Ｒｐの内圧を上昇させることができるので、大気圧との差圧によりインナー部材１
１の複数の孔１３ｈから気化したアルコールを噴出することができる。これにより、本考
案に係るアルコールストーブは、インナー部材１１の複数の孔１３ｈから噴出した多量の
アルコールを同時に燃焼して、高出力の火力を実現することができる。
【００２２】
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　（３．アルコールストーブの火力調整方法）
　図７及び図１乃至図５を用いて、本考案の実施形態に係るアルコールストーブが火力を
調整する方法（火力調整方法）を説明する。ここで、図７は、本考案の実施形態に係るア
ルコールストーブの火力調整方法の一例を説明する説明図である。
【００２３】
　図７に示すように、本考案に係るアルコールストーブは、アウター部材１１の内壁とミ
ドル部材１２（複数のスリット１２ｓ）とインナー部材１３（肉厚部１３ｓ）の外壁とで
気化室で気化したアルコールを還流する複数の還流通路Ｒｂを形成する。また、本考案に
係るアルコールストーブは、複数の還流通路Ｒｂを用いて、気化室Ｒｐの内圧が所定の圧
力以上になった場合に気化したアルコールの一部を還流することができる。これにより、
本考案に係るアルコールストーブは、気化室Ｒｐの内圧を低減し、火力を調整することが
できる。
【００２４】
　なお、本考案に係るアルコールストーブは、気化室Ｒｐ及び還流通路Ｒｂの形状、容積
などを予め実験、計算及び／又は設計で定められるものにすることができる。
【００２５】
　以上のとおり、本考案に係るアルコールストーブ１００によれば、カップ形状のアウタ
ー部材１１の内壁と円環形状のミドル部材１２（フィン部１２ｆ）の外壁とで形成した燃
料供給通路Ｒｓから毛細管現象により多量のアルコールを吸い上げることができるので、
多量のアルコールを気化することができ、高出力の加熱器を実現することができる。また
、本考案に係るアルコールストーブ１００によれば、アウター部材１１の内壁とミドル部
材１２のスリット１２ｓとインナー部材１３の外壁とで気化室で気化したアルコールを還
流する複数の還流通路を構成することができるので、気化室の内圧が所定の圧力以上にな
った場合に気化したアルコールの一部を還流して気化室の内圧を低減し、加熱器の火力を
調整することができる。更に、本考案に係るアルコールストーブ１００によれば、多量の
アルコールを気化することができ、且つ、加熱器の火力を調整することができるので、高
出力の火力と過剰出力の防止及び燃料効率の向上を同時に達成することができる。また、
本考案に係るアルコールストーブ１００によれば、アルミ合金の削り出しにより製作する
ことで部品数を少なくシンプルな構造することが出来、結果的に小型で軽量かつ堅牢とす
ることができる。また、本考案に係るアルコールストーブ１００によれば、気化室を備え
、加圧されたアルコール蒸気（気化したアルコール）を勢い良く噴出させることができる
ので、高い火力を実現することができる。また、本考案に係るアルコールストーブ１００
によれば、熱伝導率が高いアルミ合金製を用いることができるので、短い予燃焼で直ぐに
本燃焼を可能とする。また、本考案に係るアルコールストーブ１００によれば、ブローバ
ック機構（還流通路）により余分なアルコール蒸気を燃料槽（アウター部材の底部）に戻
し、再液化させることができるので、低燃費を達成することができる。また、本考案に係
るアルコールストーブ１００によれば、ブローバック機構により適正値を越えたアルコー
ル蒸気の圧力を効果的に逃がすことができるので、安定燃焼を実現することができる。
【実施例】
【００２６】
　図８を用いて、本考案の実施例に係るアルコールストーブを説明する。ここで、図８は
、本考案の実施例に係るアルコールストーブの例を示す説明図である。なお、図８に示す
アルコールストーブは一例であり、本考案は図８に示すアルコールストーブに限定される
ものではない。
【００２７】
　本実施例に係るアルコールストーブの構成は、実施形態に係るアルコールストーブ１０
０（例えば図１）と同様である。図８に示すように、本実施例に係るアルコールストーブ
は、複数の孔から気化したアルコールを噴出し、多量のアルコールを同時に燃焼して、高
出力の火力を実現する。また、本実施例に係るアルコールストーブの構成は、複数の孔か
ら噴出したアルコールによって旋回上昇流を形成し、１つの纏まった火炎を形成すること
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ができる。
【００２８】
　また、本考案の実施例に係るアルコールストーブによれば、実施形態に係るアルコール
ストーブ１００（図１）と同様の効果を得ることができる。
【００２９】
　以上のとおり、本考案に係る実施形態及び実施例について説明したが、本考案は上記の
実施形態及び実施例に限定されるものではない。すなわち、本考案は、実用新案登録請求
の範囲に記載の内容に基づいて、様々に変形、変更又はその他任意に改変され得る。
【符号の説明】
【００３０】
　１００　：　アルコールストーブ
　　１１　：　アウター部材（アウターパーツ）
　　１２　：　ミドル部材（ミドルパーツ）
　　１２ｆ：　フィン部
　　１２ｓ：　スリット
　　１３　：　インナー部材（インナーパーツ）
　　１３ｈ：　インナーカップ上面の燃料孔（複数の孔）
　　１３ｓ：　インナーカップ側面の肉厚部
　　　Ｒｐ：　気化室
　　　Ｒｂ：　還流通路（ブローーバック路）
　　　Ｒｓ：　燃料供給通路

【図１】



(8) JP 3198052 U 2015.6.11

【図２】



(9) JP 3198052 U 2015.6.11

【図３】

【図４】

【図５】
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